
 

【ファーストステップＦＸ】 
Ｐａｒｔ２ トレーダーとしての 

レベルアップの為に 

第６章 

ポジションサイジング 

株式会社チャートマスター 



【ファーストステップＦＸ】 Ｐａｒｔ２ 第６章 ポジションサイジング 

- 2 - 

Copyright （C） Chart Master Incorporated All Rights Reserved. 

はじめに 

【推奨環境】 

このレポート上に書かれている URL はクリック出来ます。出来ない場合は最新の

AdobeReader をダウンロードして下さい。（無料） 

http://www.adobe.co.jp/products/acrobat/readstep２.html 

 

【著作権について】 

このレポートは著作権法で保護されている著作物です。 

下記の点にご注意戴きご利用下さい。 

 

このレポートの著作権は作成者に属します。 

著作権者の許可なく、このレポートの全部又は一部をいかなる手段においても複製、転

載、流用、転売等する事を禁じます。 

このレポートの開封をもって下記の事項に同意したものとみなします。 

このレポートは秘匿性が高いものである為、著作権者の許可なく、この商材の全部又は

一部を如何なる手段においても複製、転載、流用、転売等する事を禁じます。 

著作権等違反の行為を行なった時、その他不法行為に該当する行為を行なった時は、関

係法規に基づき損害賠償請求を行なう等、民事・刑事を問わず法的手段による解決を行な

う場合があります。 

このレポートに書かれた情報は、作成時点での著者の見解等です。著者は事前許可を得

ずに誤りの訂正、情報の最新化、見解の変更等を行なう権利を有します。 

このレポートの作成には万全を期しておりますが、万一誤り、不正確な情報等がありま

しても、著者・パートナー等の業務提携者は、一切の責任を負わない事をご了承願います。 

このレポートを利用する事により生じた如何なる結果につきましても、著者・パートナ

ー等の業務提携者は、一切の責任を負わない事をご了承願います。 

http://www.adobe.co.jp/products/acrobat/readstep2.html
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ポジションサイジングとは 

 

ポジションサイジングとは、トレードをする際に、資金量に見合った適切な取引量で取

引する事です。 

 

資金量に対して、どの程度の取引量が適切であるか、つまり、１万通貨なら良いのか、

それとも１０万通貨でも構わないのか、を考える事は非常に重要です。 

ポジションサイジングの概念なしに、ＦＸ会社の口座残高を期待通りに増やす事は、ほ

ぼ不可能です。 

 

トレードで短期的な成功を収める事は誰でも可能ですが、ポジションサイジングを行な

わないトレーダーが長期的に成功を収める事は、まず不可能と言えるでしょう。 

逆に言えば、長期的に成功を収めているトレーダーでポジションサイジングを軽視して

いるトレーダーはいません。 

それ程、重要なルールであるという事を認識して下さい。 

 

▲目次へ戻る▲ 
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何故、ポジションサイジングが必要か？ 

 

相場は不確実性に支配されている世界です。 

 

仮に、聖杯と呼ばれる必勝法とも言えるシステムがあったとしても、ポジショ

ンサイジングを無視してしまえば、破産する確率は非常に高くなります。 

 

 

勝率１００％のシステムがあれば、ポジションサインジングは必要ありません

が、勝率１００％のシステムというものは残念ながら存在しません。バックテ

ストの結果、１００％の確率で勝てたとしても、今後も１００％勝てる保証は

どこにもありません。 

 

その理由は、マーケットが不確実性に支配されている事にあります。 

 

 

しかし、ポジションサイジングを適切に行なえば、勝率３０％程度のシステム

でも、口座の資金を増やす事が可能です。 

 

例えば、相場が買いのシグナルを出し、買いのポジションを持つ所までは正し

い判断だと思いますが、その判断が正しいか否かは、ポジションを持った時点

では分かりません。 

 

 

長期的に成功を収めているトレーダーは、「常に自分のトレードが間違っている

可能性がある」と分かっているので、ポジションサイジングが非常に重要であ

る事を理解しています。 

 

買いのシグナルで、買いのポジションを持ち、相場が予想通り、上に順行した

場合、その後、どれだけ利益を伸ばせるかはシステム次第ですが、もし予想に

反して逆行した場合、大きな損失を出す前にポジションを手仕舞う必要があり、

その時の損失額を予め決めておく必要があります。 
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つまり、事前に計画された損失（想定の範囲内の損失）は、予想外の大きな損

失を出さない為の保険の保険料である、という事が言えます。 

 

ポジションサイジングもシステムに組み込まれる一部です。 

 

トレーディングロジックがどんなに優れていても、ポジションサイジングがお

ろそかでは意味がありませんし、そこまで良いトレーディングロジックでなく

とも、ポジションサイジングさえしっかりしていれば、十分なリターンを産む

事は可能です。 

 

 

「１回のロスカットで失っても問題がない資金量」＝ポジションサイ

ズは、現在では【１％～２％程度】が適切であると一般的には言われています。 

ですので、常に２％以下でトレードをする、と決めてトレードをしても構いま

せん。 

 

また、使う（または、使っている）システムに合わせて、ポジションサイジン

グを最適化する事も可能です。 

 

 

＊昔(今から約１００年程度前)の投資書籍の中には、１０％等のポジションサ

イズが適切、と書かれているものもありますが、現在とは出来高や取引制限も

異なる為、１％～２％が現在のマーケットに合わせた数値となります。 

 

＊ただ単に、勝率や利益率が良いからと言って、ポジションサイズを増やすの

は危険な行為です。 

 

 

例えば、１００万円の資金でポジションサイジングを２％で考えた時、最大２

万円のリスクを出す計算となります。 

 

具体的に、米ドル/日本円を買いでトレードする、としてみましょう。 

エントリー値が９０.３０でストップロスの位置が８９.８５だった場合、エン

トリーからストップロスまで４５pips あります。 
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仮に、０.１lot（１万通貨）の買いポジションを持ったとします。 

この場合、最大リスクは４,５００円となります。 

 

取引最低単位が０.１lot 、１００万円の資金で２％のポジションサイジングで

取引を行なうと事前に決めてある場合、最大取引量は、 

 

２０,０００ ÷ ４,５００ ＝ ４.４４４４４･･･ 

 

という計算から、０.４lot（４万通貨）となり、最大リスクは１８,０００円と

なります。 

 

 

 式にすると、 

 

Ｐ ＝ Ｓ ÷ Ｃ 

 

・Ｐ ： Position（取引量） 

・Ｓ ： Size（ポジションサイズ（上記の場合は２％）） 

・Ｃ ： Cash（取引最低単位における最大リスク金額） 

 

となります。 

 

▲目次へ戻る▲ 
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ポジションサイズの計算手順 

 

 前章の最後に出て来た、 

 

Ｐ ＝ Ｓ ÷ Ｃ 

 

・Ｐ ： Position（取引量） 

・Ｓ ： Size（ポジションサイズ（上記の場合は２％）） 

・Ｃ ： Cash（取引最低単位における最大リスク金額） 

 

という式について、具体的な計算手順を改めてこの章にて説明して行きたいと

思います。 

 

 

 前提条件として、下記の場合として説明して行きます。 

 

・総資金 ： １００万円 

・ポジションサイズ ： 総資金の２％以内 

 

▲目次へ戻る▲ 
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●取引最低単位が【０．１ｌｏｔ（１万通貨）】のＦＸ会社の場合 

 

日本円（JPY）絡みの通貨ペアと日本円（JPY）が絡まない通貨ペアとは、１pip

の金額が異なる為、以下、それぞれの場合について説明します。 

 

○日本円（JPY）絡みの通貨ペア（ドル円、クロス円）の場合 

 

日本円（JPY）絡みの通貨ペア（ドル円、クロス円）の場合、１pip＝１００円

となります。 

 

①先ず、ポジションサイズを計算します。 

１００万円 × ２％ 

＝ １,０００,０００ × ０.０２ 

＝ ２０,０００円 

 

②次に、エントリーしたレートとストップロスのレートの差を計算します。 

例えば、ドル円（USD/JPY）でロングエントリー、エントリーが９１.５３、ス

トップロスが９１.０１のような場合、 

９１.５３ － ９１.０１ 

＝ ５２pips 

となります。 

 

③②でエントリーしたレートとストップロスのレートの差が出たので、取引最

低単位でエントリーし、そのまま損切りされた場合に失う金額を計算します。 

１００円 × ５２pips 

＝ １００ × ５２ 

＝ ５,２００円 

 

④①で計算された金額を③で計算された金額で割ります。 

２０,０００円 ÷ ５,２００円 

＝ ２０,０００ ÷ ５,２００ 

＝ ３.８４６１・・・万通貨 
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⑤取引最低単位が０.１lot（１万通貨）単位である為、小数点以下を切り捨て

て、今回のポジションサイズは、【０.３lot（３万通貨）】となります。 

 

 

▲目次へ戻る▲ 
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●日本円（JPY）が絡まない通貨ペア（ドルストレートの通貨ペア等）の場合 

 

日本円（JPY）が絡まない通貨ペア（ドルストレートの通貨ペア等）の場合、１

pip は通貨ペア名の右側に書いてある通貨の日本円換算額、となります。 

 

例えば、１ドル（USD）＝９１.５３円の時、ユーロドル（EUR/USD）の１pip は

１pip＝９１.５３円となります。 

 

 

①先ず、ポジションサイズを計算します。 

１００万円 × ２％ 

＝ １,０００,０００ × ０.０２ 

＝ ２０,０００円 

 

②次に、エントリーしたレートとストップロスのレートの差を計算します。 

例えば、ユーロポンド（EUR/GBP）でショートエントリー、エントリーが０.８

３６５、ストップロスが０.８４１７のような場合、 

０.８４１７ － ０.８３６５ 

＝ ５２pips 

となります。 

 

③②でエントリーしたレートとストップロスのレートの差が出たので、取引最

低単位でエントリーし、そのまま損切りされた場合に失う金額を計算します。

ここでは、例として、１ポンド（GBP）＝１３４.４５円の時であったとし、計

算してみます。 

１３４.４５円 × ５２pips 

＝ １３４.４５ × ５２ 

＝ ６,９９１.４円 

 

④①で計算された金額を③で計算された金額で割ります。 

２０,０００円 ÷ ６,９９１.４円 

＝ ２０,０００ ÷ ６,９９１.４ 

＝ ２.８６０６・・・万通貨 
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⑤取引最低単位が０.１lot（１万通貨）単位である為、小数点以下を切り捨て

て、今回のポジションサイズは、【０.２lot（２万通貨）】となります。 

 

※日本円（JPY）が絡まない通貨ペア（ドルストレートの通貨ペア等）の場合、

③で計算される値が整数になりませんが、実際の取引の際には、１pip の値の小

数点以下を切り上げると実戦的です。 

 

例えば、今回のように、１ポンド（GBP）＝１３４.４５円であれば、１pip＝１

３５円ちょうどであるとか、１４０円ちょうどで計算してみて下さい。 

 

但し、重要なのは、１pip の値を切り上げる事です。切り捨ててしまうと、予め

決めておいたポジションサイズをオーバーしてしまう事があるので、注意して

下さい。 

 

 

▲目次へ戻る▲ 
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●取引最低単位が【０．０１ｌｏｔ（１千通貨）】のＦＸ会社の場合 

 

日本円（JPY）絡みの通貨ペアと日本円（JPY）が絡まない通貨ペアとは、１pip

の金額が異なる為、以下、それぞれの場合について説明します。 

 

○日本円（JPY）絡みの通貨ペア（ドル円、クロス円）の場合 

日本円（JPY）絡みの通貨ペア（ドル円、クロス円）の場合、１pip＝１０円と

なります。 

 

①先ず、ポジションサイズを計算します。 

１００万円 × ２％ 

＝ １,０００,０００ × ０.０２ 

＝ ２０,０００円 

 

②次に、エントリーしたレートとストップロスのレートの差を計算します。 

例えば、ドル円（USD/JPY）でロングエントリー、エントリーが９１.５３、ス

トップロスが９１.０１のような場合、 

 

９１.５３ － ９１.０１ 

＝ ５２pips 

となります。 

 

③②でエントリーしたレートとストップロスのレートの差が出たので、取引最

低単位でエントリーし、そのまま損切りされた場合に失う金額を計算します。 

１０円 × ５２pips 

＝ １０ × ５２ 

＝ ５２０円 

 

④①で計算された金額を③で計算された金額で割ります。 

２０,０００円 ÷ ５２０円 

＝ ２０,０００ ÷ ５２０ 

＝ ３８.４６１・・・千通貨 

 

⑤取引最低単位が０.０１lot（１千通貨）単位である為、小数点以下を切り捨

てて、今回のポジションサイズは、【０.３８lot（３万８千通貨）】となります。 
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○日本円（JPY）が絡まない通貨ペア（ドルストレートの通貨ペア等）の場合 

日本円（JPY）が絡まない通貨ペア（ドルストレートの通貨ペア等）の場合、

１pip は通貨ペア名の右側に書いてある通貨の日本円換算額、となります。 

例えば、１ドル（USD）＝９１.５３円の時、ユーロドル（EUR/USD）の１pip

は１pip＝９.１５３円となります。 

 

①先ず、ポジションサイズを計算します。 

１００万円 × ２％ 

＝ １,０００,０００ × ０.０２ 

＝ ２０,０００円 

 

②次に、エントリーしたレートとストップロスのレートの差を計算します。 

例えば、ユーロポンド（EUR/GBP）でショートエントリー、エントリーが０.

８３６５、ストップロスが０.８４１７のような場合、 

０.８４１７ － ０.８３６５ 

＝ ５２pips 

となります。 

 

③②でエントリーしたレートとストップロスのレートの差が出たので、取引最

低単位でエントリーし、そのまま損切りされた場合に失う金額を計算します。

ここでは、例として、１ポンド（GBP）＝１３４.４５円の時であったとし、計

算してみます。 

１３.４４５円 × ５２pips 

＝ １３.４４５ × ５２ 

＝ ６９９.１４円 

 

④①で計算された金額を③で計算された金額で割ります。 

２０,０００円 ÷ ６９９.１４円 

＝ ２０,０００ ÷ ６９９.１４ 

＝ ２８.６０６・・・千通貨 

 

⑤取引最低単位が０.０１lot（１千通貨）単位である為、小数点以下を切り捨

てて、今回のポジションサイズは、【０.２８lot（２万８千通貨）】となります。 

※日本円（JPY）が絡まない通貨ペア（ドルストレートの通貨ペア等）の場合、③で計算される

値が整数になりませんが、実際の取引の際には、１pip の値の小数点以下を切り上げると実戦的

です。 
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例えば、今回のように、１ポンド（GBP）＝１３４.４５円であれば、１pip＝１

４円ちょうどであるとか、１５円ちょうど等で計算してみて下さい。 

 

但し、重要なのは、１pip の値を切り上げる事です。切り捨ててしまうと、予め

決めておいたポジションサイズをオーバーしてしまう事があるので、注意して

下さい。 

 

 

文章で読んだだけだと小難しい感じですが、実際に計算してみると簡単ですし、

すぐに慣れる筈です。 

 

 

▲目次へ戻る▲ 
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システムの質を調べる 

 

平均値と標準偏差を使い、使用しているシステム、または、使用を検討してい

るシステムの質を計る事が出来ます。 

 

この方法は、トレーディングコーチのパーン･K･ターブが作った算出方法です。 

 

 

先ず、初期リスクを“Ｒ”とします。 

 

初期リスクとは、ポジションを持った時のマーケットに対するリスクの事です。 

トレーリングストップを行なう事により、リスクは減っていく為、“初期”とし

ています。 

 

 

例えば、１００万円の資金でポジションサイジングを２％とします。 

※ここでは、取引最低単位が０.１lot（１万通貨）の FX 会社という設定で説明します。 

 

 

具体的に、米ドル/日本円を売りで取引するとしてみましょう。 

 

エントリーが９３.４５、ストップロスを９３.９０とした場合、エントリーか

らストップロスまで４５pips となります。 

米ドル/日本円では、１pip が１００円となるので、エントリーからストップロ

スまでが４５pips の場合、０.１lot（１万通貨）の取引でストップロスの値に

到達した場合、４,５００円を失う事になります。 

 

 

１００万円の資金でポジションサイジングを２％としているので、最大初期リ

スクは２０,０００円ですが、０.５lot（５万通貨）の取引だと、 

 

４,５００ × ５ ＝ ２２,５００ 

 

という計算からリスクが２２,５００円になってしまい、２,５００円オーバー

してしまいます。 
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０.４lot（４万通貨）の取引であれば、 

 

４,５００ × ４ ＝ １８,０００ 

 

となり、初期リスクは１８,０００円という事になります。 

 

 

その後、持ったポジションと逆行して、ストップロスの値を動かす事なく、ロ

スカットされた場合、 

 

－１.００R 

 

と定義します。 

 

 

その取引の後のポジションサイジングは、先程１万８千円の損失を出した為、

資金は９８万２千円となるので、９８万２千円の２％で、最大初期リスクは１

９,６４０円となります。 

 

同じく米ドル/日本円を買いで取引し、エントリーが９３.８０、ストップロス

を９３.２０とします。エントリーからストップロスまで６０pips あります。 

最大初期リスクは１９,６４０円ですが、０.３lot（３万通貨）の取引になりま

す。 

 

その為、初期リスクは１８,０００円となります。 

 

 

その後、ポジションが予想通り順行し、９５.００で決済し、＋１２０pips で３

６,０００円の収益となった場合、初期リスク１８,０００円に対して３６,００

０円の収益なので、 

 

３６,０００ ÷ １８,０００ ＝ ２ 

 

となり、 
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＋２.００R 

 

という事になります。 

 

 

例として、２０トレードを初期リスクの比較として表してみましょう。 

 

 

 

「Ｒ倍数」とは、リスクに対しての結果となります。 

 

＊より正確なデータを出す場合、最低５０トレード以上のデータを推奨します。

更に可能であれば、３年以上のデータがあると、より良いです。 

 

 

この表の右下を見ると、R倍数平均が０.２９となっています。 

 

これは、１トレード当たり、リスクに対して２９％の優位性がある、という事

です。このデータを日々更新する事により、自分のシステムの優位性を見る事

が出来ます。 
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ポジションサイジングを使う事により、常にリスク管理と複利を利用している

事が重要です。ポジションサイジングを真の意味でのレバレッジとして活用す

る事が出来ます。 

 

 

次に、Ｒ倍数の標準偏差を求めます。 

 

計算すると、上の表の R倍数の標準偏差は１.０９になります。 

※標準偏差の計算方法については、次章にて説明します。 

 

 

更に、「Ｒ倍数平均÷Ｒ倍数の標準偏差」の計算をします。 

 

上の場合、 

 

０.２９ ÷ １.０９ ＝ ０.２６６０５５ 

 

となります。 

 

 

 

この表は、システムの質を計る時の参考になります。 

 

この表を見る限り、先程のシステムは「良い」というランクに入ります。 

 

システムの質が高ければ、ポジシィンサイズ（総資金に対する％）を上げる事

も可能ですが、最初は１％～２％に抑えて下さい。 
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それまでのトレードデータを使い、過去のトレードでポジションサイズが何％

の時が一番効率が良いか？、０.１％刻みで計算し直して、一番資金効率の良い

のが、何％なのかを調べます。 

 

仮にバックテストデータ（過去分のみのシステムデータ）で、６.１％が一番効

率が良い、という結果が出ても、いきなり６.１％というのは大き過ぎます。 

 

決して焦る事なく、トレードしましょう。 

 

 

一番大切な物は自分の資金であるという事を忘れてはいけません。 

幾ら仕事が出来ると噂の新入社員がいたとしても、初日から部長職を与える訳

がないのと同じ事です。 

 

本当にそのシステムが使えるのかどうかは、実際に使ってみなくては分かりま

せん。 

※しっかりとしたフォワードテストデータ（既に使用しているシステムのデータ）が含まれてい

るシステムであれば話は別です。 

 

 

ポジションサイジングの話から少し話が逸れますが、トレンドフォロー（順張

り）トレードを推奨します。 

 

トレンドフォロートレードが優れている理由として、マイナス決済の幅が決ま

っているのに対して、プラス決済の幅が大きい事にあります。 

これを「損小利大」と呼びます。 

 

勝率よりも利益率を重視するのは当たり前と思うかも知れませんが、ほとんど

のトレーダーがその行動を正しく行なえない事に問題があります。 

 

 

しかし、逆張りのトレード（トレンドと逆方向のトレード）が絶対にダメと言

っている訳ではなく、例えば、複数のトレンドフォローシステムの中に逆張り

のトレードシステムやレンジ（横這い）のトレードシステムを追加して、総資

金のドローダウンを抑える時等の役には立ちます。 
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但し、何の戦略もなしに、ただ天井や底だと勝手に思い込み逆張りトレードを

しているようでは、資金は減る一方であり、いつまで経ってもマーケットの中

で資金を搾取される側でいる事になります。 

 

勝率が高い事が重要なのでありません。 

重要な事は、勝率がどれくらいかではなく、資金をどれだけ増やせるかです。 

 

 

システムは、出来るだけシンプルなロジックで作る事、複数の通貨ペア（異な

る相関性の通貨ペア）で通用する（優位性のある）ロジックである事を推奨し

ます。 

 

 

▲目次へ戻る▲ 
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標準偏差の計算方法 

 

前章に出て来た標準偏差の計算方法について説明したいと思います。 

 

標準偏差を手計算するのは面倒なので、Microsoft Excel のような表計算ソフト

を利用すると良いでしょう。 

 

 ここでは、１８ページに掲載されている表の一番右の列にある R 倍数の標準

偏差の計算を Microsoft Excel を使って説明します。 

 

 

①先ず、標準偏差の計算に用いるデータを用意

します。（ここでは、１８ページに掲載されて

いる表を用います。） 
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②「A２３」のセルに次のように入力し、Enter

キーを押します。 

 

=STDEV(A２:A２１) 

 

※「A２:A２１」という部分は計算に用いる表

の範囲となる為、各自で用いる表に基づいて変

更して下さい。 
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③すると、「A２３」のセルに「１.０９８６３

０１２８」という数字が表示されます。この数

字が標準偏差となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲目次へ戻る▲ 
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計画の重要性 

トレーディングは資金を増やす為に行なう行為ですが、トレーディングは手段

であって、目的ではありません。 

 

ただ闇雲に「お金を増やしたいだけ」というだけでは、トレードで成功するの

は難しいです。 

 

先ず目標を立て、次にその目標に対して計画を練る事が重要です。 

トレーディングは、その計画の中の手段の一つに過ぎません。 

 

 

軍人であり哲学者でもあった孫子も、兵法書の中で同じような事を書いていま

す。 

 

「戦争は手段であり、戦いで必ず勝たねばならないというものではない。 

政治の為の手段であり、重要な事は戦闘に勝つ事ではない。 

戦争をする事は目標ではなく、目標は別にある。」 

 

 

先ず目標に対して、どれだけの期間でトレードを行なうのか？ 

それにはどれだけの資金を用意し、どのようなシステムを使うか？ 

どれだけのドローダウンを想定しているか？ 

予想以上のドローダウンになった場合、どのような対応を取るのか？ 

 

予想出来る範囲で、起り得る事全てを想定しておけば、何が起きても冷静に対

応する事が出来ます。曖昧なトレードを続けて生き残れる程、マーケットは甘

い場所ではありません。 

 

 

先ずは、落ち着いて冷静な判断をする事を常に心掛けて下さい。 

 

▲目次へ戻る▲ 
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